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　現在の野外解説板に取り扱われている内容は、

自然の事象やそこで見ることのできる動植物など

の説明、紹介をした説明型等が主である。見た人

に行動や体験をうながす参加型の野外解説板はほ

とんど見られない。見た人を「そそのかし」、行動

や体験を「うながし」て、「自ら考えたり、感じる」

ことができるようにする解説板こそ、環境教育的

な野外解説板と言えるのではなかろうか。つま

り、下図中のデメリットを補っている解説板こ

そ、環境教育的な野外解説板と言えるのだろう。

　ただし、解説板に「ふりかえり」や「わかちあ

い」の機能を期待することは難しい。解決策とし

ては、解説板とともにワークシートやティー

チャーズガイドを作成し活用することが考えられ

る。

　今回報告では、様々な事例を紹介しながら、環

境教育的な解説板のあり方について提言する。

　

環境教育的な野外解説板製作においては以下のような工夫が必要である。

① 見た人の興味を引くタイトル ② 楽しいイラストによるさそいかけ ③ 行動や体験を促

す文章 ④ 伝えるべきメッセージを絞り込み、ねらいを明確に ⑤ 製作の段階で実際に参加

者に体験してもらって評価をうける ⑥ 解説板を補う意味で、ワークシートやティーチャー

ズガイドを併用する ⑦ 文章は短く、読みやすく

☺メリット☺
☺人件費がかからない

☺いつでもどんなときでも利用できる

☺たくさんの人に長時間対応できる

LデメリットL

L 行動や体験をそそのかすことが難しい

L 限られた情報しか与えることができない

L ビジターの多様性に対応することができない

L ふりかえりやわかちあいを促進しづらい
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